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 編集後記
　本号は元々、『論叢』人文系列第
69巻第 1 、 2 合併号として刊行され
る予定で、原稿の締め切りも 1 号の
時期に設定されておりました。それ
が再び分割されたのは、 1 号の「編
集後記」で書いたように各系列 3 冊
と規定されている『論叢』の増刊号
を刊行することに伴う問題点を編集
の過程で見出したことに加えて、両
方の号に寄稿を希望される方が複数
おられるなど、村山先生記念号に掲
載するのが適切でない論文が何本も
出てきたという事情もあります。寄
稿が少ない場合には合併号を出すこ
とが避けられない場合もありますが、
どの時期に締め切りを設定すれば論
文を完成させやすいのかを分野ごと
に綿密に検討し直すなどして、系列
ごとに決まった号数を決まった時期
に刊行するのが守るべき基本なのだ
と改めて認識しました。
　本年度は新たに、『論叢』の学術
刊行物としてのレベルを維持し社会
的信用を守るために、議論の手続き
や書式などが当該分野の然るべきや
り方に沿っているかを専門の近い方
に「校閲」して頂く制度を採り入れ
ました。反発も覚悟して始めた制度
ですが、今のところ評判も悪くなく、
新たな試みは積極的に検討していこ
うと考えております。 （中谷 崇）
